
に
よ
っ
て
育
っ
た
９
年
生
で
す
。
変
わ
っ
て

い
く
こ
と
も
必
要
だ
と
い
う
こ
と
を
無
意
識

の
う
ち
に
自
覚
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
彼
ら
が
も
つ
新
た
な
種
は
、
一
体
ど
ん

な
新
し
い
花
を
咲
か
せ
て
い
く
の
か
。
そ
の

花
か
ら
ど
ん
な
種
が
生
ま
れ
、
つ
な
が
っ
て

い
く
の
か
。
平
成
28
年
度
児
童
生
徒
会
の
挑

戦
が
始
ま
り
ま
す
。

先輩との児童生徒会引き継ぎ会

インフルエンザのため、放送で児童生徒総会を実施

引き継ぎ後、初めての委員会

同じ目線で…　縦割り交流会

互いの姿から学ぶ縦割り清掃

９年生を送る会
思いを扉に込めて… ９年生を送る会　９年生への思いを劇に②

信
濃
小
中
学
校
が
開
校
し
た
年
の
初
代
９

年
生
た
ち
は
、
小
中
一
貫
校
で
活
動
す
る
児

童
生
徒
会
と
い
う
未
知
の
存
在
に
悩
み
苦
し

み
な
が
ら
も
、
真
っ
暗
闇
の
中
か
ら
後
輩
た

ち
が
進
む
べ
き
道
に
一
筋
の
光
を
差
し
込
ん

で
く
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
昨
年
度
、
つ
い
に

初
め
て
「
最
高
学
年
と
し
て
の
６
年
生
を
経

験
し
て
い
な
い
９
年
生
」
が
児
童
生
徒
会
を

担
い
ま
し
た
。
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
な
ん
か

じ
ゃ
な
い
、
〝
本
気
〟
で
や
れ
ば
で
き
な
い

こ
と
な
ん
て
な
い
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
、
身

を
も
っ
て
示
し
て
く
れ
ま
し
た
。
し
か
し
そ

れ
は
当
然
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
な

ぜ
な
ら
、
彼
ら
は
６
年
生
の
と
き
か
ら
「
９

年
生
」
を
見
て
き
て
い
る
か
ら
で
す
。
６
年

生
の
と
き
か
ら
「
９
年
生
」
を
学
ん
で
き
て

い
る
か
ら
で
す
。
こ
れ
は
き
っ
と
デ
メ
リ
ッ

ト
で
は
な
く
、
小
中
一
貫
校
に
し
か
で
き
な

い
壮
大
な
「
９
年
生
育
成
シ
ス
テ
ム
」
な
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
開
校
し
た
年
の
１

年
生
が
９
年
生
に
な
る
と
き
に
は
、
実
に
８

代
も
の
９
年
生
の
姿
を
目
の
当
た
り
に
し
た

９
年
生
が
誕
生
す
る
の
で
す
。

信
濃
小
中
学
校
も
開
校
５
年
目
を
迎
え

ま
し
た
。
初
代
９
年
生
が
残
し
て
く
れ
た
大

き
な
大
き
な
土
壌
を
、
歴
代
の
９
年
生
た
ち

が
耕
し
、
種
を
蒔
き
、
花
を
咲
か
せ
、
そ
し

て
ま
た
新
た
な
種
が
生
ま
れ
て
い
く
…
。
そ

の
新
た
な
種
こ
そ
が
、
今
年
度
の
児
童
生
徒

会
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
年
度

の
児
童
生
徒
会
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
超
越

　

～
全
校
で
超
え
ろ
、
今
ま
で
の
歴
史
～
」
で

す
。
〝
笑
顔
〟
〝
絆
〟
〝
日
常
生
活
〟
…
、

代
々
の
９
年
生
た
ち
が
大
切
に
し
て
き
た
も

の
は
、
こ
れ
か
ら
も
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

で
も
今
ま
で
通
り
で
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
の

歴
史
を
越
え
て
い
き
た
い
、
新
し
い
信
濃
小

中
学
校
を
創
り
あ
げ
て
い
き
た
い
と
い
う
願

い
を
「
超
越
」
の
２
文
字
に
込
め
ま
し
た
。

超
越
し
て
い
く
た
め
に
、
今
年
の
児
童
生
徒

会
が
重
点
に
し
て
い
る
の
は
、
他
学
年
と
の

交
流
や
ふ
れ
合
い
で
す
。
他
学
年
同
士
の
距

離
が
近
づ
け
ば
、
様
々
な
活
動
を
も
っ
と
全

校
で
取
り
組
ん
で
い
け
る
は
ず
。
全
校
で
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
れ

ば
、
今
ま
で
で
き
な
か
っ
た
こ
と
や
考
え
も

し
な
か
っ
た
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
の

で
は
な
い
か
、
と
い
う
思
い
か
ら
で
す
。
児

童
生
徒
会
を
引
き
継
い
だ
昨
年
度
の
３
学
期

に
も
、
「
縦
割
り
清
掃
」
や
「
縦
割
り
交
流

会
」
な
ど
、
積
極
的
に
１
～
９
年
生
が
関
わ

り
合
っ
て
、
他
学
年
と
の
壁
を
な
く
し
て
い

こ
う
と
す
る
取
り
組
み
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

今
年
の
９
年
生
た
ち
も
、
毎
年
更
新
さ
れ

向
上
し
て
い
く
「
９
年
生
育
成
シ
ス
テ
ム
」

超越を目指して…児童生徒会の挑戦

９年生を送る会　９年生への思いを劇に

９年生を送る会に向けてムービー作り９年生にプレゼントするアルバムの製作
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特別会計名 予算額 一般会計繰入金
国民健康保険 13億9,141万円 9,699万円

後期高齢者医療 9,874万円 3,485万円

介護保険事業 8億9,982万円 1億2,315万円

古海診療所 459万円 150万円

水道事業 3,064万円 547万円

下水道事業 4億1,825万円 2億7,180万円

農業集落排水事業 2億2,982万円 1億7,950万円

特定環境保全公共下水道事業 1,334万円 980万円

個別排水処理施設整備事業 1,092万円 760万円

水道事業
（収益的収入) 1億8,269万円 0万円

（資本的収入) 4,540万円 0万円

病院事業
（収益的収入） 13億8,195万円 2億8,826万円

（資本的収入） 9,514万円 4,020万円

合　計 48億271万円 10億5,912万円

【特別会計】繰入金の総額は約10.6億円
特定の歳入歳出を一般会計と区分して経理する会計
が特別会計です。９つの特別会計と上水道事業及び
病院事業の２つの事業会計に区分されます。

使用料･手数料
1億3,586万円

（2.3%)

地方譲与税
地方特例交付金等
2億7,944万円
(4.7％)

人件費
10億2,102万円(17.4％)

扶助費
3億9,351万円(6.7％)
公債費
4億2,652万円(7.3％)

普通建設事業費・
災害復旧費
8億9,124万円
(15.2％)

物件費
9億6,909万円(16.5％)

維持補修費
2億5,739万円
(4.4％)

補助費等
10億276万円(17.1％)

積立金他
1億2,747万円

（2.1％) 操出金
7億3,680万円(12.6％)

自
主
財
源
　
２
９
・
３
％

依
存
財
源
　
７
０
・
７
％

義
務
的
経
費 

３
１
・
４
％

そ
の
他 

５
３
・
４
％

町税
11億1,954万円

（19.1%)

地方交付税
　24億5,000万円

（41.8%)

県支出金:2億8,485万円（4.9%)

負担金他
2億2,438万円
(3.8％)

繰入金
2億4,069万円
(4.1％)

町債：8億2,000万円(14.0％)

国庫支出金
　3億1,124万円（5.3%)

投
資
的
経
費
１
５
・
２
％

出資金
4,020万円
(0.7％)

事業収入の不足分を補うお金
一般会計と特別会計等の間で行われる予算の相互充
用で、各特別会計等で事業収入を充てることができ
ない経費や不足分等を補うための一般会計からの繰
入金です。

地
域
力
と
魅
力
あ
る

ま
ち
づ
く
り

平
成
27
年
度
補
正
予
算
と

一
体
的
に
編
成

　平
成
28
年
度
当
初
予
算
に
お
い

て
は
、国
の
平
成
27
年
度
１
月
補

正
予
算
で
措
置
さ
れ
た
地
方
創
生

対
策
に
係
る
交
付
金
や
Ｔ
Ｐ
Ｐ
関

連
の
補
助
金
等
を
財
源
と
し
て
、

当
初
で
予
定
し
て
い
た
事
業
を
前

倒
し
計
上
す
る
こ
と
に
よ
り
、平

成
27
年
度
３
月
補
正
予
算
と
併
せ
、

一
体
的
に
編
成
し
ま
し
た
。

　当
初
予
算
の
具
体
的
な
特
色
と

し
て
、地
域
力
の
向
上
に
つ
い
て

は
、森
林
資
源
を
核
と
し
て
創
出

さ
れ
る
産
業
お
よ
び
商
工
業
の
連

携
や
行
政
防
災
無
線
施
設
整
備
、

防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
、避
難
施
設

等
の
整
備
費
補
助
事
業
を
計
画
し

て
い
ま
す
。

　魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
と
し
て

は
、観
光
資
源
を
活
か
し
た
誘
客

活
動
の
推
進
に
係
る
施
策
の
展
開

と
移
住
定
住
お
よ
び
交
流
人
口
の

増
加
に
向
け
た
施
策
や
空
き
家
対

一
般
会
計
を
は
じ
め
、
特
別
会
計
お
よ

び
公
営
企
業
会
計
の
平
成
28
年
度
予
算

が
、
信
濃
町
議
会
定
例
会
3
月
会
議
で

成
立
し
ま
し
た
。

ワン
ポイント

！

一般会計繰入金とは何ですか？

一般会計：歳出
58 億 6,600 万円

一般会計：歳入
58 億 6,600 万円

※
（ 

）
内
数
値
は
構
成
比

問総務課 財政係 ☎（２５５）５９２０
当初予算の概要は、町ホームページをご覧ください。

平成 28 年度
の予算
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支　出収　入

基金名 26年度末 27年度末 28年度末
財政調整基金 11億1,900万円 11億6,300万円 10億3,900万円
減債基金 4億6,500万円 4億1,500万円 3億6,700万円
公共施設等整備基金 7億2,300万円 6億9,100万円 6億3,400万円
学校建設整備基金 0万円 0万円 0万円
その他基金 3億7,100万円 5億2,700万円 6億6,400万円

合　計 26億7,800万円 27億9,600万円 27億400万円

【基金残高】道路改良事業などへ充当
計画に基づく事業や継続して行っている公共工事等へ過疎
対策事業債を活用することで、将来の大規模事業等への資
金需要に対応するため基金への積み増しを行っています。

会計名 26年度末 27年度末 28年度末

一般会計
(臨時財政対策債)

39億9,165万円
(23億7,668万円)

44億7,760万円
(24億4,915万円)

49億628万円
(24億8,070万円)

特別会計 48億7,743万円 46億128万円 43億4,649万円
企業会計 8億9,886万円 8億5,456万円 8億4,417万円
合　計 97億6,794万円 99億3,344万円 100億9,694万円

【町債残高】過疎対策推進により残高が増加
国の地方財政計画により、地方交付税の振替財源である臨
時財政対策債の発行と、過疎対策事業の推進に伴う過疎対
策事業債の積極的な活用により町債残高は増加

実質的な町負担は軽減
いずれの起債 (借金 )も元利償還金に対して交付税措置の
ある有利な起債 (借金 )を活用しているので、実質的な町
負担は軽減されます。
※臨時財政対策債の交付税措置率は元利償還金の100％
※過疎対策事業債の交付税措置率は元利償還金の70％
※公営企業債の交付税措置率は事業内容により異なります。

ワン
ポイント
！

借金が増え続けているけど心配ないの？

一般的には標準財政規模の10～20％
財政調整基金の基金残高目安は、一般的に標準財政規模の
10～ 20％と言われています。信濃町の財政調整基金残高
比率は31％を確保。しかし、社会保障関係費等に係る費用
の増加と公共施設等の維持管理や将来に計画している事業
への財源として、決算の状況に応じて積み増ししています。
※平成27年度：標準財政規模36億 4,947万円

ワン
ポイント
！

安心と言われる基金残高の目安は？

給与
うち基本給
（町税などの自主財源）
諸手当
（地方交付税・国県支出金等）

476万5,307円

預貯金の取り崩し
(繰入金・繰越金） 28万693円

銀行からの借入金（町債） 82万円

計 586万6,000円

家族の医療費（扶助費） 39万3,510円

ローンの返済（公債費） 42万6,520円

食費（人件費） 102万1,020円

生活雑費（物件費・補助費） 197万1,850円

家・車・電化製品の修理など
（維持修繕費・普通建設事業費） 114万8,630円

子どもへの仕送り（繰出金・出資金） 77万7,000円

貯金など（積立金） 12万7,470円

計 586万6,000円

しなの一家・1年の家計簿

予算を「家計簿」に置き換えると？
一般会計の予算を、年間の収支が 586万円の家計に置き換え
てみました。みなさんのお宅の家計と比べてどうでしょうか？

策
等
の
事
業
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

過
疎
対
策・
人
口
増
対
策
の

推
進　「第

５
次
長
期
振
興
計
画
後
期
基

本
計
画
」に
お
い
て
設
定
さ
れ
た
、

重
点
的
に
取
り
組
む
べ
き
施
策
の

目
標
達
成
に
向
け
、「
過
疎
地
域
自

立
促
進
計
画
」に
基
づ
く
各
種
過

疎
対
策
事
業
と
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
法
に
基
づ
く「
信
濃
町
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

に
掲
げ
た
人
口
増
施
策
を
厳
選
し

「
平
成
28
年
度
予
算
編
成
方
針
」に

位
置
付
け
ま
し
た
。

■
予
算
編
成
方
針
の
優
先
施
策

「
人
口
増
に
つ
な
が
る
施
策
の
推

進
」を
大
き
な
柱
と
し
て
、６
つ
の

「
優
先
施
策
」に
財
源
を
優
先
的
に

配
分
し
ま
し
た
。

1
移
住・定
住
等
人
口
増
施
策
の
推
進

2
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環

　境
の
整
備

3
地
域
資
源
を
活
か
し
た
誘
客
・
交

　流
活
動
の
展
開

4
地
域
に
根
ざ
し
た
医
療
・
介
護
・

　福
祉
の
充
実

5
防
災
・
減
災
対
策
に
よ
る
安
心
・

　安
全
な
町
づ
く
り
の
推
進

6
公
共
交
通
機
関
の
利
用
促
進
と

充
実
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